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　子どもたち一人ひとりが夢や希望を持ち、明るく笑顔で健やかに

育っていくことは私たち大人の共通の願いです。しかし、急速な少

子化や核家族化、利己主義的な社会風潮により人間関係や地域

のつながりが希薄になる中で、不登校やいじめといった青少年をめ

ぐる問題も多く発生しています。

　こうした状況を打開し、子どもたちが将来に向けて様々な可能

性を導きだしていくためには家庭・学校・地域がこれまで以上に連

携し、地域の持つ教育力を高めていくことが必要になります。

　平成18年に改正された「教育基本法」の中では、「学校・家庭及

び地域住民その他の関係者は、教育におけるそれぞれの役割と

責任を自覚するとともに、相互の連携及び協力に努めるものとす

る。」と記されており、家庭・学校・地域の連携や協力の重要性や

必要性が求められています。　

　長引く景気の低迷や少子高齢化などで地域も大きく変化しよう

としています。地域の特徴を生かした教育を作り上げていくために

はより多くの機会に子どもたちと関わることが大切になってきます。

　少し前に報告された「1日に父親が子どもと接する時間の統計」

によると、アメリカやスウェーデンは4.6時間、タイでは5.9時間、日本は

3.1時間で、他国に比べて短いという結果でした。それぞれ生活ス

タイルや社会形態の違いがあるので一概に良い悪いを判断するこ

とはできません。しかし、時間の長短だけではなく、この限られた時

間をどれだけ良質で充実したものにしていくのかが重要ではない

かと考えます。

　授業参観や保護者会でおしゃべりをやめられない親や、自分の

孫さえ良ければ他の子に思いのいたらない祖父母。楽しければ

ルールやマナーを平気で無視する若者たち。大人が大人になりきれ

ていなければ、学校でも家庭でも地域でも、子どもを見守り育てる力

が低下して本来果たすべき役割が果たせません。

　家庭や学校、地域で子どもと触れ合う時間がより良く作用してい

く力こそが地域の教育力になり地域の力を高めていくのだと思いま

す。

　昨年は自然災害等の多い年で、たくさんの被害に心の痛む一年

でした。そんな中、直接の親戚知人でなくても思いをはせ、心を寄せ

あい助け合う日本人の美徳を子どもたちは体験しました。今の日本

があるのはその人間の美徳です。

　自分が中心にいる世界から、世界の中にいる自分へと視野を変

えていくことで自分自身が見えてきます。今こそ大人が大人になって

子どもと関わっていきましょう。

　PTAには学校と地域の橋渡し役として、子どもと大人のつなぎ役

として、そして私たち大人の成長の場として多くの可能性があるの

ですから。

PTAは
家庭・学校・地域のかけ橋
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平成24年度

山梨県ＰＴＡ協議会　定期総会

広報紙づくり講習会

県Ｐ・安全会・扶助会事務局が移転します

日時：平成24年６月9日（土）
　　 午後１２時３０分受付・１時開会
場所：甲斐市 双葉ふれあい文化館 ホール

日時：平成24年３月10日（土）
　　 午後１２時３０分　受付　１時開会
場所：敷島総合文化会館（甲斐市）　大ホール
講演１　「あなたも今日からスピーチ上手」
　　　　福島三千代 先生（話し方教室 speech speech代表）
講演２　「被災地でのボランティア活動から学ぶ」
　　　　～いつ起きてもおかしくない東海地震に備えて～
　　　　小林奈都夫 氏（県災害ボランティアコーディネーター）
分科会　郡市Ｐ単位でＰＴＡ活動の課題等について情報交換

学校広報紙がより活発な活動となるよう、基礎的
な知識・技術等を学ぶ学習会を開催します。
日時：平成24年５月19日（土）
　　 午後２時１５分受付　２時３０分開会
場所：未定
講師：中村　誠氏 予定（山梨日日新聞社 読者センター）

３月１２日（月）より下記へ移転致します。
（電話ＦＡＸ等の変更はありません）

※広報紙コンクールの審査結果の発表と展示もあります
　ので、新年度の役員、広報部の皆さん是非ご参加下さい。

平成23年度 山梨県PTA協議会

会　長 椚　　謙　一

地域指導者講演会
単Ｐ会長予定者研修会（講演会と分科会）

第34回PTA広報紙コンクール

23年度に発行された学校ＰＴＡ広報紙、郡市発行の広報紙を

募集します。その中から優秀な作品を選び表彰致します。

※年度内発行の学校広報紙を１部ずつ県ＰＴＡ事務局へお送り下さい。

応募〆切：平成24年３月29日（木）

〒４００－００３１ 甲府市丸の内三丁目３３－７  山梨県教育会館　５階

新アドレス  info@nasi-pta.net　　ホームページ http://www.nasi-pta.net

移転先
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母親研修会・子育て講演会が開催されました。
第37回

平成23年11月19日（土）

甲斐市敷島総合文化会館

変化の大きい今日、子どもたちが日常の時間をどう過ごしていて、その使い方を保護者はどのように考えているかを中心に調査しました。

（小5,390名、中2,673名）

小中学生とも睡眠、食事に関する基本的生活習慣については、大変良好な状態で、県下全般によい状態であると推察できました。

＜小学生の余暇時間＞の使い方で「１時間以上」の多いものは、テレビ62％、友達との遊び29％、習い事25％、家庭学習16％
の順でした。「30分未満」の少ないものは、友達との電話・メール、児童会活動、インターネット、家の手伝い、読書、マンガなどが
上げられました。
週３時間以上の習い事は、スポーツ系31％、文化系や学習塾がそれぞれ10％でした。
＜中学生の余暇時間＞の使い方で「１時間以上」の多いものは、テレビ58％部活動41％友達との遊び26％塾・家庭学習20％
インターネット20％、メール19％一人で遊んだ17％の順でした。「３０分未満」の少ないものは、生徒会活動、友達との電話、習
い事、読書、塾、家の手伝い、一人遊び、マンガなどでした。
週３時間以上の習い事は、塾など学校以外の勉強33％、スポーツ系18％との結果が出ました。

＜子どもの勉強時間についての保護者の考え＞

現状を「少ないと思う」小56％、中73％であった

が、「今後増やしたい」小44％、中45％であり、限

られた時間の中では仕方がないと考えている

か、学校での時数増加を評価しているものと推

察できます。

＜今後増やしたい余暇時間の使い方について

の保護者の考え＞

小中共に、保護者は

　①「子どもとのコミュニケーション」

　②「学校以外での勉強時間」

と考えていることが分かりました。

　今年も県Ｐのスローガン『願いはひとつ　すこやかな成長』～つなが

ろう　両手ひろげて～をテーマに母親研修会・子育て講演会を開催しま

した。

　講師を選ぶにあたり母親委員で十分に討議した結果、韮崎市在住の自

然写真家・環境カウンセラーである牛山俊男先生にお願いすることにし

ました。演題は「宇宙の中の地球　地球の中の私」です。牛山先生ご自身

が撮影した作品を、お話を交えてスライドショーとして見せていただくも

のです。

　私たちは最初の一枚でたちまち心を奪われました。甘利山から撮影さ

れた甲府盆地の映像です。満天の星空と甲府盆地の夜景が山々と共に一

体となって、夜明け前の神秘的な色合いに包まれているのです！　私たち

が暮らす山梨がこんなに見事な景色の中だとは驚きました。

  続いて私たちは山梨各地の自然、県内初観測のオーロラ、世界のオーロ

ラ、月や太陽を始めとする宇宙の惑星を見て、最後に甘利山に戻りまし

た。

　先生の撮影秘話に感心し、映像の素晴らしさに感動し、自然界のお話

に畏敬の念を持ちました。そのような中で生かされている奇跡を実感しま

す。特に今年は大きな災害が続き、なんとなく不安を感じる方も多かった

のではないでしょうか。それが先生の映像によって、自然界の神秘的な美

しさから大きな愛をもらって癒された気持ちになりました。また、エンヤの

音楽も映像とぴったりで、いつまでも見ていたい気持ちになります。牛山

先生もお子さんが在学中はＰＴＡ活動に励まれたそうで、今回の講演は

先輩として私たち後輩ＰＴＡに応援とねぎらいのメッセージをくださって

いるのが伝わってきました。

　そして、講演会終了後は各郡市に分かれて、県精神保健協会の方を始

めとする助言者の方の協力を得て話し合いました。

　講演会は大好評で、子どもたちに見せたいという意見が多く出ました

し、牛山先生が小学校に招かれている話もありました。その後も非常にゆ

ったりと和やかな雰囲気の中で進みました。

　最後になりましたが、開催にあたり大勢の方にご協力を賜りましたこと

に感謝いたします。ありがとうございました。

委員長　田中利江(北西中Ｐ)母親委員会

 委員長　平山裕海（日川小Ｐ）企画委員会

アンケートの詳細は県Ｐホームページに掲載してありますので是非ご覧になってください。
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「余暇時間の使い方」 グラフ   左・小学生               右・中学生 

0% 50% 100% 

勉強（宿題、自主学習） 

塾に行った 

部活動 

習い事（習字、そろばん） 

児童会・生徒会活動 

友達または兄弟姉妹  

テレビを見た 

一人で遊んだ 

マンガを読んだ 

マンガ以外の読書 

家の手伝い 

友達とメール 

友達と電話でおしゃべり  

インターネット 

ご飯（夕食、朝食） 

お風呂に入った 

特に何もしなかった 

その他 

0% 50% 100% 

30分未満 

30分～１時間

 

１時間～２時間

 

２時間以上 
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委員長　植村武彦（甲運小P）総務委員会

　「新しいＰＴＡ会長に高い志を持ってもらうような内容にすべき」

「東日本大震災からちょうど1年が経過する『3月10日』の意味を考え

るべき」「挨拶をすることに苦手意識を持つ会長予定者が多いので

話し方についての講演が良い」・・・先日行われた総務委員会の部会

では、このような熱い議論を踏まえて3月10日の単Ｐ会長予定者研

修会の内容を決定しました。当日は多くの会長予定者の参加をお待

ちしております。
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　下吉田第一小学校は，明治６年10月に開校した富士吉田でもっ

とも歴史のある小学校です。PTA活動も活発で、戦後、給食開始・充

実に向けての活動、交通安全指導の取り組み、その他学校環境整

備等、専門部ごと、子どものため学校のため地域のために、保護者・

学校・地域・行政の方々のご理解とご協力をいただきながら活動し

てまいりました。

　この度、日本PTA会長表彰受賞の栄誉を賜りました。これも、永年

にわたる本校のPTA活動が評価されたことと感謝するとともに、こ

れまで活動を推進してきていただいた歴代PTA役員並びに会員の

皆様方、関係者の皆様方のご努力に敬意を表します。

　これを機に、保護者・学校・地域の皆様との連携協力をより密に

し、一層充実した活動を推進していきたいと思います。　　　　　

　　　　　　　　  　　　　　　　　 （PTA会長　渡邊　鉄也）

富士吉田市立下吉田第一小学校ＰＴＡ

　この度は、栄誉ある賞をいただき本当にありがとうございます。こ

れもひとえに、歴代のPTA役員並びに会員の皆様方の活動の成果

であるとともに、先生方、また地域住民の皆様の深いご理解とご協

力によるものだと深く感謝いたします。

　PTA活動については、春・秋の交通安全指導や学校の環境整備

作業、授業参観の後には親子で通学路のゴミを拾って帰るクリーン

アクションなどの活動を行っています。

また、岩手小学校太鼓の活動では、東山梨音楽発表会や地域の行

事など様々な機会に児童がスムーズな演奏を行えるようサポート

に力を入れています。

今後も、子どもたちのため、学校・地域の皆様と連携し、PTA活動を

一層充実したものにしていければと思っています。　　　　　　　

　　　　　　　　  　　　　　　　　　（PTA会長　佐々木　健）

山梨市立岩手小学校ＰＴＡ

敬称略

おめでとうございます。 日本PTA会長表彰を受賞。
昨年１１月２２日に東京ホテルニューオータニにて文部大臣表彰及び（社）日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰の
授与式が行われ下記の団体２校と個人４名の皆様がめでたく受賞されました。おめでとうございます。

日本ＰＴＡ会長表彰（団体）　富士吉田市立下吉田第一小学校ＰＴＡ ・ 山梨市立岩手小学校ＰＴＡ

日本ＰＴＡ会長表彰（個人）　長谷川由美（甲府北中Ｐ）・宮澤重夫（笛南中Ｐ）・中村一郎（加納岩小Ｐ）・長谷川一孝（小笠原小Ｐ）

三行詩推薦作品
小
学
生
の
部
　

・
あ
い
さ
つ
は
、め
を
み
て
し
よ
う　

さ
わ
や
か
に

・
あ
り
が
と
う　

ご
め
ん
な
さ
い　

わ
す
れ
ち
ゃ
い
け
な
い　

大
事
な
言
葉

・
せ
つ
電
で　

家
族
の
き
づ
な
ふ
か
ま
る
よ　

一
つ
の
部
屋
か
ら
会
話
と
ぎ
れ
ず

・
停
電
の
中
で
の
夜
ご
飯　

電
気
が
つ
か
な
く
て
暗
く
て
も              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
の
会
話
は
と
て
も
明
る
い

・「
あ
り
が
と
う
」　

言
っ
て
く
れ
て　

笑
顔
こ
ぼ
れ
る　

中
学
生
の
部　

・「
ど
う
せ
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
は　“

は
い”

と
気
持
ち
よ
く
返
事
し
て

　

言
い
訳
し
な
い
で　

す
ぐ
や
れ
よ
」　

と
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
つ
も
言
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
も
空
か
ら
見
て
い
る
だ
ろ
う
か  　

・
お
は
よ
う　

こ
ん
に
ち
は　

あ
り
が
と
う　

み
ん
な
を
つ
な
ぐ
言
葉
の
輪　

・一
つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
て　

一
緒
に
話
す　

あ
ふ
れ
る
笑
い　

・
悲
し
い
時　

つ
ら
い
時　

家
族
の
笑
顔
が
私
を
支
え
て
く
れ
る          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
葉
で
は
言
え
な
い
け
れ
ど　

い
つ
も
あ
り
が
と
う 　

・
あ
り
が
と
う　

家
族
で
か
け
合
う　

思
い
や
り

大
人
の
部

・
お
手
伝
い
を
す
る
子
供
た
ち
に　

家
族
だ
か
ら
当
た
り
前
と
思
わ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
と
感
謝
の
気
持
ち
を
口
に
す
る　

・
あ
り
が
と
う　

笑
顔
で
あ
い
さ
つ　

感
謝
の
心　

・
健
や
か
な　

子
ら
の
寝
息
が　

ヒ
ー
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク　

・
両
手
広
げ
て　

名
前
を
呼
ぶ
と　

あ
な
た
は
ぴ
っ
た
り
腕
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
合
う
瞬
間　

・
よ
そ
の
子
も　

我
が
子
も
同
じ　

育
て
よ
う　

地
域
の
輪

　10月21日～22日に、長野市を中心に約2,000人が集まり開催さ

れました。１日目の分科会と石原良純氏の講演があった２日目の

全体会に山梨から63名が参加いたしました。

　第８分科会　研究テーマ「地域社会の中で果たすべきPTAの役

割について」では、県PTA副会長の萩原智子さんが発表しました。

　この度の研究発表会では平成22年度に行われた南アルプス市

PTA連合会の学習会について報告しました。

　「山梨掃除に学ぶ会」の協力を得て、PTA活動としてトイレ掃除を実

践している小笠原小学校の活動を見学することで、多くの学校に取り

入れてもらいたい、また多くの方にこの活動を知って頂きたいと思い

ました。だれもが嫌がるトイレ掃除から生き方や人生の歩み方を学ん

で行こうという精神を多くの人に広めていけたら、学校・家庭・地域を

つなぐ架け橋の一つになるのではと信じ、学習会で取り上げることに

なりました。

　トイレ掃除を終えた子どもたちの笑顔はキラキラとしていて、べっ

ぴんさん！女神様そのものでした！感想発表では、「はじめは嫌々だっ

たけれど～最後は便器にへばりついて汚れを落とすことに懸命とな

った。こんな気持ちは生まれて初めて。」という感動の感想が多く、驚

きの連続でした。

　今回の学習会を契機として、学校という場において「トイレを磨い

て心も磨く」という精神が実践され、この貴重な経験を通して、親子で

何かを感じ、感動を共有してもらえたらと願っています。

　研究発表にあたり、資料提供等のご協力を頂きました小笠原小学

校教頭 長田英和先生・山梨掃除に学ぶ会 清水徹様には心より感謝

申しあげます。

関ブロ長野大会　開催

第８分科会　地域連携 発表者　萩原智子（落合小Ｐ）

下吉田第一小ＰＴＡ

岩手小PTA親子活動（3B体操）

岩手小ＰＴＡ



扶助会だより　

　一年の世相を表す毎年恒例の「今年の漢字」。日本漢字能力検定協会

が主催する「今年の漢字」は昨年で１７回目をむかえた。

昨年は「絆」が選ばれた。「今年の漢字」は葉書やホームページなどの応募

から一番多かった漢字一文字が選ばれる。

　「絆」とは、断つことのできない人と人の結びつき。「絆」は離れないよう繋

ぎとめる網の意味から家族や友人など人と人を離れがたくしている結びつ

きを言うようになったと意味づけされている。

　昨年は未曾有の東日本大震災に原発事故、台風や大雨災害が日本を

襲い未だにその被害に苦悩されている人が大勢いる。海外でもニュージー

ランド地震、タイの洪水など大規模な災害が多発した一年であった。何もか

も失くしてしまったが、人と人との絆の強さは生きる力となり、支えあいながら

必死で復興へと進む被災地の人 に々日本中から世界中から「絆」が結ばれ

　今年度はじめて、親子安全会の審査の仕事に当たらせていただき、１７名の委員の方 と々９回に及ぶ審査会を実施した。

１回に２００件にも及ぶ事故申請が示され、そのたびに公平な支給かどうか、２時間程かけての慎重審議だった。申請される事故の多さに驚かされながら

も、この会のＰＴＡ会員親子の相互扶助としての大切さを改めて痛感させられた。お亡くなりになり扶助会の対象となられたＰＴＡ会員の方の意外な多さ

にも心が痛んだ。本来ならこの会のやっかいにならないようにと、山梨県下の子どもたちや保護者の皆様の健康を願わずにはいられなかった。

　今後に向けた、この会としての課題もあり、委員の方 に々は貴重なご意見をたくさんいただいた。この場を借りてご協力に感謝申し上げたい。　

ている。まさに、「今年の漢字」にふさわしい一文字ではないでしょうか。

　「絆」といえば、山梨県ＰＴＡ親子安全会も会員相互の「絆」で結ばれて

いる。

昭和50年4月1日互助の共済制度方式を採用し、会員相互の助け合い精

神の下にPTA親子安全会が発足された。平成20年度からは保険業法の

改正に伴い社会通念的見舞金制度（10万円以下）への変更を余儀なくさ

れたが、親子安全会の積立基金により、会員である保護者が死亡した場

合の残された児童生徒の厚生援助を目的にＰＴＡ扶助会を設立すること

ができた。

設立から36年、親子安全会・扶助会は設立当初の趣旨と目的を尊重しな

がら、時代と共に変化を続け、更によりよい組織へと変貌を遂げています。

今後とも変わらぬご理解ご協力をお願い申し上げます。

山梨県PTA協議会情報紙第117号【4】

親子安全会だより　

編集後記編集後記
　今年の冬は久しぶりに厳しい寒さの冬となりました。

　さて、今回の県P情報は掲載内容が盛りだくさんでしたが、情

報委員会で良く議論して、まとめることができました。

　また、三行詩推薦となった子どもの名前を掲載してあげたいと

いう委員会の想いから、個別に承諾を得て掲載させていただきま

した。

　今年度最後の情報誌の発行となりましたが、ご協力いただきま

した皆様へお礼申し上げます。

【会の設立経緯と目的】

１．遺児に対する厚生援助金（一時金）   （２．と重複して支給しない）

　 児童・生徒の親権者たる会員が死亡した場合、遺児に対する厚生援助金として一律１０万円を付与。死亡事由は問わない。

２．児童・生徒・保護者・教職員に対する弔慰見舞金

　（１）ＰＴＡ活動中の事故による死亡の場合

 　　 ① 児童・生徒（日本スポーツ振興センターの対象とならない場合）

  　　② 保護者・教職員　

　（２）児童・生徒を対象とした社会的行事参加中の事故による死亡の場合

 　　　  保護者・教職員

　（３）教職員の勤務中の事故による死亡の場合

【 遺児厚生援助金や弔慰見舞金はどんな場合、どれくらい支払われるのですか？ 】

【 

見
舞
金
は
ど
れ
だ
け
支
払
わ
れ
ま
す
か
？ 

】

100万円

100万円

300万円

200万円

　山梨県ＰＴＡ扶助会は、山梨県ＰＴＡ親子安全会のそれまでの積立基金を移管して平成２０年度発足しました。親子安全会の会員である保護者が死亡した

場合に、残された児童・生徒の厚生援助を主な目的として設立されました。その他にも親子安全会の会員がＰＴＡ活動中の事故により死亡した場合や、保

護者・教職員会員が児童・生徒のための活動中の事故により死亡した場合の弔慰見舞金の支払いを行います。

情報委員長 鮫 田 光 一（中道南小P）

上限50,000円

山梨県PTA親子安全会・山梨県PTA扶助会

会　長　天野　一『絆』

「親子安全会のありがたさを痛感」
ＰＴＡ親子安全会審査運営・扶助会認定委員会

　　　　　　委員長　榛原豊明（中道南小Ｔ）


